
岐阜県がん診療連携拠点病院支援協議会（議事概要） 

        

１ 日 時：令和元 10月 18 日(金) 17:30～19:00 

２ 場 所：岐阜県庁 10北会議室 

３ 出席者   

団体名 役 職 委員名 備考 

岐阜県医療審議会 会長 永田 知里  

岐阜県医師会 常務理事 三輪 佳行  

岐阜県病院協会 会長 冨田 栄一  

岐阜県看護協会 会長 石山 光枝  

岐阜県国民健康保険団体連合会 常務理事 近田 和彦  

あけぼの岐阜 代表 橋渡 智美 代理出席 

木村 直子 

 岐阜県健康福祉部保健医療課 課長 加納 美緒  

   〃  健康推進室 室長 赤尾 典子  

   〃  健康推進室がん対策係 主幹兼係長 井上 玲子  

         〃 技術主査 中島 早映  

         〃 主事 上口 大輝  

 

４ 議事要旨 

議事１ 令和元年度がん診療連携拠点病院指定更新推薦の概要 

  事務局からがん診療連携拠点病院（以下、「拠点病院」という。）の概要、指 

  定要件について説明。 

 

議事２ 各拠点病院の申請状況ならびに指定更新及び新規指定に係る事務局案 

  事務局より、各病院の申請状況及び推薦に係る事務局案について説明し、厚  

  生労働省への推薦の可否について審議。 

申請状況 

〇地域がん診療連携拠点病院 

 ・指定更新：（東濃圏域）県立多治見病院 

       （飛騨圏域）高山赤十字病院 

 ・新規指定：（中濃圏域）中濃厚生病院 

       ※中濃圏域では木沢記念病院が既指定 

〇地域がん診療連携拠点病院（高度型） 

 ・新規指定：（西濃圏域）大垣市民病院 

 

     意見： 他県において、中濃圏域と同程度の規模で指定が認められた例がある    

        のか把握しておくのが良い。 

    検討結果： 上記４病院を厚生労働省に推薦することを出席者全員賛同のもと決定。  



 

   議事３ がん診療連携拠点病院の機能に期待すること  

 ・指針上、がん医療の均てん化について医療の提供体制を重視しているが、が 

 ん患者は治癒率や生存率を重視する。今後は、医療の提供体制整備が重要なこ  

 とはもちろん、患者側に立って、がん医療の均てん化を考える必要がある。 

 ・一つの病院に機能が集中しすぎると、災害時等に医療機能が麻痺する可能性 

 がある。リスクの分散が必要である。 

 ・中濃厚生病院が指定されることで、これまで遠方まで通院していた患者の負 

 担軽減になる。 


